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10
月
末
現
在
に
お
け
る
松
阪
労
働
基
準
監

督
署
管
内
の
休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者
数
は
、

前
年
同
期
よ
り
14
人
（
７
％
）
増
加
し
、
209
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
10
月
末
時
点
で
死
傷
者
数

が
200
人
を
超
え
る
の
は
、
平
成
30
年
の
205
人

（
10
月
末
値
）
以
来
で
す
。 

 

特
に
、「
建
設
業
」
に
お
い
て
は
、
休
業
４
日

以
上
の
死
傷
者
数
が
前
月
よ
り
５
人
増
加
し
、

27
人
（
前
月
比
22.7
％
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

事
故
の
型
別
で
は
、
引
き
続
き
「
転
倒
」「
墜

落
・
転
落
」
に
よ
る
労
働
災
害
が
当
署
管
内
に
お

け
る
二
大
災
害
と
な
っ
て
お
り
、
209
人
中
95
人

と
全
体
の
４
割
以
上
の
方
が
「
転
倒
」
「
墜
落
・

転
落
」
に
よ
り
休
業
し
て
い
ま
す
。 

 

12
月
は
墜
落
災
害
防
止
強
調
月
間
で
も
あ

り
ま
す
。
墜
落
災
害
は
全
業
種
で
起
こ
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
左
記
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
参
考

に
、
墜
落
災
害
防
止
に
取
組
み
ま
し
ょ
う
。 
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松阪＆多気 各月末時点における労働災害発生状況
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災害発生件数 10 月末時点で 200 人超に・・・ 

〇
建
設
業
み
な
さ
ま
へ 

 
 

 

  

 

 

労
働
安
全
衛
生
規
則
の
改
正
に
よ
り
、
令
和
５
年
10

月
１
日
か
ら
、「
足
場
の
点
検
時
に
お
け
る
点
検
者
の
指

名
」、
「
足
場
の
組
立
て
等
の
後
の
点
検
者
の
氏
名
の
記

録
・
保
存
」
が
義
務
化
と
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
点
検
時
や
、
足
場
の
点
検
後
の
記
録
及
び
保

存
に
当
た
っ
て
は
、「
足
場
等
の
種
類
別
点
検
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
」
を
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
対
応
忘
れ
の
な
い
よ
う
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
完

備
、
使
用
状
況
等
の
確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

 

ま
た
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
は
、
幅
が
１
メ
ー
ト

ル
以
上
の
箇
所
に
お
い
て
足
場
を
使
用
す
る
と
き
は
、
原

則
と
し
て
本
足
場
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な

お
、
幅
が
１
メ
ー
ト
ル
未
満
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
可

能
な
限
り
本
足
場
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

 

足
場
の
点
検
時
は
点
検
者
の
指
名
が
必
要
で
す  

 

事
業
者
又
は
注
文
者
が
足
場
の
点
検
を
行
う
際
は
、

点
検
者
を
指
名
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

点
検
者
の
氏
名
の
記
録
・
保
存
が
必
要
で
す  

 

事
業
者
又
は
注
文
者
が
行
う
足
場
の
組
立
て
、
一
部

解
体
又
は
一
部
変
更
の
後
の
点
検
後
に
、
指
名
し
た
点

検
者
の
氏
名
を
記
録
及
び
保
存
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 



 

  

 

 

 

    

 

第２回「はたらくひと」募集イラスト紹介 

松阪労働基準監督署 お知らせ 検 索 

 

令
和
５
年
９
月
８
日
ま
で
の
間
、
身
近
な
「
は
た
ら

く
ひ
と
」
に
「
今
日
も
一
日
安
全
に
働
こ
う
」
と
思
わ

せ
る
イ
ラ
ス
ト
を
募
集
し
、
多
数
の
ご
応
募
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
の
表
彰
式
を
、
労
働
安
全

衛
生
松
阪
地
区
大
会
【
令
和
５
年
１１
月
１４
日
（
火
）】、

フ
レ
ッ
ク
ス
ホ
テ
ル
に
て
行
い
ま
す
。
表
彰
式
の
様
子

は
、
次
号
（
松
阪
安
衛
月
報
12
月
号
）
と
、
松
阪
署
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
『
松
阪
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
の
お
知
ら

せ
』
内
で
紹
介
す
る
予
定
で
す
。 

 

楽
し
み
し
て
お
待
ち
く
だ
さ
い
。 

管
内
安
全
対
策
紹
介 コーナー 

安全衛生活動の掲載にご

協力いただける事業者の

方は、ご連絡ください。

（0598-51-0015） 

管
内
に
お
け
る
「
製
造
業
」
で
の
休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者
数

は
、
61
人
（
令
和
５
年
10
月
末
値
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

事
故
の
型
別
に
み
る
と
、
他
の
業
種
に
比
べ
、「
転
倒
」
や
「
墜

落
・
転
落
」
よ
り
も
、「
は
さ
ま
れ
・
巻
き
込
ま
れ
」
災
害
が
多
い

こ
と
が
特
徴
で
す
。
コ
ン
ベ
ア
等
の
運
搬
機
械
に
巻
き
込
ま
れ
る

ほ
か
、
構
内
で
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
等
と
接
触
し
轢
か
れ
た
災
害
も

み
ら
れ
ま
す
。 

三
重
硝
子
工
業
株
式
会
社
（
松
阪
市
）
で
は
、
構
内
で
も
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト
と
の
接
触
を
防
止
す
る
た
め
に
、
①
飛
出
し
防
止
柵

の
設
置
、
②
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
か
ら
青
色
の
光
で
床
面
を
照
ら
す

こ
と
で
危
険
を
知
ら
せ
る
、
③
見
通
し
の
悪
い
危
険
箇
所
で
は
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
接
近
を
回
転
灯
と
警
告
音
（
光
と
音
）
で
知
ら

せ
る
と
い
っ
た
安
全
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。 

 

  

 

 

③回転灯と警告音による注意喚起の様子 

①飛出し防止柵    ②青い光で接近を知らせる 

 

松
阪
合
同
庁
舎
３
階
に
て
「
は
た
ら
く
ひ
と
」
イ
ラ

ス
ト
応
募
作
品
51
点
の
展
示
会
を
行
い
ま
す
。 

 

開
催
期
間
は
、
下
記
の 

と
お
り
で
す
。 

 

た
く
さ
ん
の
心
温
ま
る 

作
品
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

Check‼ Check‼ 

17 日

（金） 

20 日

（月） 

21 日

（火） 

14時 

～ 

16時 

９時 

～ 

16時 

９時 

～ 

15時 

 

▶昨年度も身近な「はたらくひと」に「今日も一日安全に働こう」と思わせるイラスト（共催：松阪労働基準協会、

建設業労働災害防止協会三重県支部松阪分会、林業・木材製造業労働災害防止協会三重県支部松阪分会）を、松阪・多気地区の

未就学児から募集し、多数のご応募をいただきました。松阪安衛月報では、順次応募作品を紹介しています。 

（
事
業
場
提
供
資
料
） 

 


